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日　時： 4月 17日（水）19：00 ～ 21：00
会　場：インターネットライブ生中継
講　師： 瀧田 勇二 先生（白金整形外科病院）
対　象：PT・OT・ST・看護師（左記以外でも受講可）
受講料：会員 5,400円    一般 6,400円（税込）

平日夜限定開催！

見逃し受講期間2週間有り

新入会 会費無料

※上記講座受講で離床アドバイザー理論0.5 単位を取得できます。

講座コード
R-227 整形外科患者の離床とリスク管理編整形外科患者の離床とリスク管理編

日本離床学会臨床を元気に！
〒102-0073 東京都千代田区九段北1-2-12 プラーレルビル2F
TEL 03-3556-5585　FAX 03-6272-9683
Eメール jsea@rishou.org　ホームページ https://www.rishou.org/日本離床学会 検 索検 索

① ホームページよりオンライン登録
お問い合わせ・お申込先受講方法

プログラム

・昔は安静、今は離床　
    DVT後に離床するための条件とは
・脱臼リスク把握に必須の “Jumpin Distance” とは
・こんな動き方は脱臼リスク大！  
    離床時に避けるべきNG動作集
・そもそも術後疼痛はなぜいけないのか
    ～怖い3つの負のサイクル～
・痛みを「刺激」から「報酬」変える
    “痛み行動” という考え方

整形外科術後の患者さんを安全に離床するポイントは、DVT・脱臼・疼痛の 3 つ。この 3 つの問
題を解決して離床につなげるための、講師の経験知から繰り出されるワザは必見です！

ミクログロブリン

離床のタイミングが早くなり、急性期の患者さんに関わると、リスク管理の重要性が身にしみますよね。でも「リスク管理っ
て何を勉強すればいいの？」と悩んでいませんか？そんな人にピッタリのコースを考案しました。疾患別に各領域のエキ
スパートが“ここが重要”というポイントに絞って、離床のリスク管理の具体策を教えてくれます。奮ってご参加ください。

血圧を測るだけのリスク管理になっていませんか？


